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買
い
物
支
援
協
力
店
を
追
加
募
集
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
見
守
り
と
買
い

物
の
サ
ポ
ー
ト
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

◆
協
力
店
の
内
容

　
「
お
と
ど
け
店
」
と
「
よ
り
ど
こ
ろ

店
」の
い
ず
れ
か
の
お
店（
両
方
も
可
）

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

お
と
ど
け
店
（
訪
問
支
援
型
）

・�

食
材
や
お
弁
当
、
日
用
品
な
ど
の
配

達
や
ご
用
聞
き
を
行
う
お
店
。

・�

電
球
の
交
換
や
訪
問
修
理
な
ど
の
出

張
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
お
店
。

よ
り
ど
こ
ろ
店
（
店
内
配
慮
型
）

・�

購
入
品
を
駐
車
場
ま
で
運
搬
す
る
な

ど
、
店
内
で
の
補
助
を
行
う
お
店
。

・�

休
憩
所
や
待
合
所
と
し
て
も
利
用
で

き
る
お
店
。

・�

ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
、

買
い
物
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
お
店
。

　※�

お
店
の
利
用
条
件
（
有
料
・
無
料
、

配
達
地
域
・
数
量
の
限
定
の
有
無
な

ど
）
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
か

ら
の
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
条
件

・
店
頭
に
協
力
店
ス
テ
ッ
カ
ー
の
標
示

・
福
祉
施
策
へ
の
協
力

・
利
用
状
況
な
ど
の
調
査
へ
の
協
力

◆
募
集
期
限　
平
成
24
年
２
月
３
日
㈮

◆
応
募
方
法

　

申
込
書
は
福
祉
課
に
置
い
て
い
ま

す
。
提
出
は
福
祉
課
に
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
お
よ
び

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
開
始
基
準
日

　
平
成
24
年
３
月
１
日
㈭

※�

新
し
い
チ
ラ
シ
を
平
成
24
年
３
月
に

発
行
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
小
城
市

買
い
物
支
援
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

お
店
を
利
用
し
た
い
方
へ

　
チ
ラ
シ
は
10
月
に
全
戸
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
総
合

窓
口
に
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
〒
８
４
５

−

８
５
１
１

　
三
日
月
町
長
神
田
２
３
１
２

−

２

　
　

 

福
祉
課　
担
当　
桑
原
・
中
島

　
☎
73

−

８
８
２
５
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各課からのお知らせ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

◎道路・建設関係について
Q．リフォーム補助は10月から始まるということ
だが申請についての問合せなどはどこにすればいい
か。
A．10月20日（木）から受け付けが始まり、芦刈
庁舎の建設課（☎63-8825）が窓口になります。
　県の20億円の基金事業で地元業者に発注するこ
とで地元の活性化につなげたいと考えています。県
の補助の対象は県内事業者を利用された50万円以
上のリフォーム工事に対して、工事費15％（上限
20万円）が補助されます。市内事業者を利用され
た場合は、更に工事費の10％（上限10万円）を上
乗せ補助しています。平成25年度までの３か年事
業ですが、県の基金20億円が無くなり次第事業は
終了となります。
　詳しくは、市のホームページに掲載しています。
また、業者の方にも説明がされているので直接お尋
ねになってもいいと思います。
Q．スマートインターチェンジの概要を教えてくだ
さい。
A．スマートインターチェンジは、出口・入口とも
設置予定です。大型トレーラーの出入りは出来ませ
んが、観光バスまでは出入りできるように計画中です。
Q．国道203号はどうなるのか。
A．バイパスの要望をしています。市内では小城町
から三日月町まで自動車専用道路としてルートも発
表され、地元説明会も開催されています。現状の国
道203号については、歩道などの危ないところの整
備を国に要望しています。バイパスは県全体で考え
ると北と南を結ぶ経済、災害、緊急性の観点から重
要な道路として位置づけられています。

◎防災関連について
Q．防災無線について今は２回放送されているが、
窓を開けた時に放送が終わってしまうので２回から
３回に増やして欲しい。夜に災害が起こる場合もあ
るので夜の放送ではボリュームを上げて欲しい。
A．放送は１回でいいという苦情もあるので、３回
に増やすのは難しい。また、緊急の場合は音量を上げ
たりサイレンを鳴らすなどの対策を行っていきます。

◎企業誘致について
Q．有明海沿岸道路、県道江北芦刈線も整備され交
通の便も良くなる。道路ができただけでは、活性化
はできない。工業団地整備等の考えを聞きたい。
A．工業団地整備ついては､ 20～30ヘクタールで
事前に調査を行いました。芦刈に工場団地ができな
いかということであったが、地盤の問題、地価の問
題、環境の問題などから現在の位置（小城町）に決
まりました。小城町で３ヘクタール整備し、一部牛
津の友桝飲料を誘致。残り３区画は、環境にやさし
い食品業などの誘致も考えています。

市
長
と
語
る
会
を
開
催
し
て
い
ま
す 

Vol.
２

　
市
で
は
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
市
政
全
般
の
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
、「
市
長
と
語
る
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　
10
月
５
日
号
以
降
の
語
る
会
の

内
容
に
つ
い
て
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
そ
の
他
、地
域
独
自
の
問
題
は
、

関
係
各
課
に
連
絡
し
て
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
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各課からのお知らせ

◎公共施設について
Ｑ．三日月町に本庁舎移行後、窓口を各町ごとに置
くとのことだが、火葬などの手続きはどうなるのか。
Ａ．総合窓口は各町に設置する計画です。どこまで
の業務をするかはまだ決まっていません。内容につ
いてはこれから協議をしていきます。
Ｑ．芦刈小・中学校が一貫教育になるメリットは？
Ａ．小学６年生から中学１年生へ進級するときの
ギャップ、いわゆる「中１ギャップ」の解消が図ら
れます。また、小学１年生から９年間の特色ある学
校づくりができます。こうした教育をとおして、子
どもたちが「芦刈にずっと住みたい」と思うように
なって欲しいと願っています。
Ｑ．小城庁舎跡地利用の原案を作る際には全体協議
会などの意見を聴いて作成して欲しい。地域住民の
意見を聴いて欲しい。
Ａ．現在、各種団体の代表者や公募の市民の方々で
ワークショップを行っています。専門のコンサルタ
ントの提案内容をワークショップで話し合って原案
を作成し説明会を開く予定です。ご意見は中心市街
地活性化推進室（おぎ元気館内☎73-8835）で受
け付けています。

◎ごみ問題について
Q．資源ごみについて、まだ仕分けして出していな
い人がいる。本当に市のお金になっているのか。
Ａ．一部市のお金になっています。出し忘れた場合は、
市内の２か所、小城消防署北分署南側と牛津庁舎東側
倉庫で月・火・木・金と日曜の午前中回収しています。

◎その他
Q．江北芦刈線の開通はいつ？
Ａ．県立病院の開院に合わせ平成24年度に供用開
始の予定です。県も最終段階に入っています。
Ｑ．小城警察署はいつから？
Ａ．平成25年度から稼働する予定です。遺跡が出
たため遺跡調査により当初より遅れています。

月 日 曜日 地区

平成24年

１月

12日 （木） 松尾（小城）
16日 （月） 三間寺（小城）
19日 （木） 横町（小城）
23日 （月） 吉田（小城）
24日 （火） 住吉町（小城）
30日 （月） 雇用促進小城宿舎（小城）

２月
　

 2 日 （木） 県営住宅（小城）
 6 日 （月） 城栄町（小城）
10日 （金） 砂田（小城）
14日 （火） 畑田（小城）
16日 （木） 下畑田（小城）
20日 （月） 平原（小城）
27日 （月） 西谷（小城）

 

年
末
年
始
の
業
務
案
内

《
休
み
》

　
12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

　
左
記
の
業
務
は
牛
津
庁
舎
で
の
み
受

け
付
け
・
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
出
生・死
亡・婚
姻
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
】

　
い
つ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
交
付
】

◆
交
付
で
き
る
証
明
書

　
・
住
民
票
の
写
し

　
・
印
鑑
登
録
証
明
書

　
・
税
務
関
係
証
明
書
　

◆
予
約
方
法

　
12
月
28
日
㈬
17
時
ま
で
に
、
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
の
方
が
電
話
で
総
合
窓

口
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

◆
交
付
時
間　
８
時
30
分
～
20
時

◆
必
要
な
も
の

　
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）、
印
鑑
、
手
数
料
（
お

つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

※
印
鑑
登
録
証

（
印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
方
の
み
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　

 

総
合
窓
口　
☎
63

−

８
８
０
２

牛

◆場所　各地区の公民館　◆時間　19時〜

　平成24年２月までの日程は下記のとおりです。

※市長の公務の都合上、どうしても開催できない場
合は、できる限り早めに区長さんにご連絡します。
何卒ご了承ください。
【問合せ】　 総務課　担当　高塚・岡　☎63-8818牛
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各課からのお知らせ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

平
成
23
年
度
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
市
内
の
中
学
生
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
特
選　
　
　

・
江え

原は
ら　
ま
り
や
（
三
日
月
中
２
年
）

　
　

　
　
　
　

・
福ふ

く

岡お
か　
瑞み

ず

輝き　
（
牛
津
中
３
年
）　

　
　

　
　
　
　

・
土ど

井い　
康や

す

永え
い　
（
芦
刈
中
１
年
）　

　
　
　

　
　
　
　

◆
入
選　
　
　

・
持も

ち

永な
が　
温あ

つ

子こ　
（
三
日
月
中
１
年
）

　
　
　
　

　
　
　
　

・
佐さ

藤と
う　
美み

晴は
る　
（
三
日
月
中
１
年
）

　
　
　
　

　
　
　
　

・
水み

ず

町ま
ち　
　
萌も

え　
（
牛
津
中
３
年
）　

　
　
　

　
　
　
　

・
永な

が

山や
ま　
杏あ

加か

莉り

（
牛
津
中
３
年
）　

　
　

　
　
　
　

《
人
権
の
ま
ど
》

平
成
22
年
度
人
権
意
識
調
査
②

問　
あ
な
た
は
日
本
の
現
状
を
見
て
、

基
本
的
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
。

　
全
体
の
約
３
分
の
１
の
方
が
「
あ
ま

り
守
ら
れ
て
い
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
「
基
本
的
人
権
」
は
、
日
本
国
憲
法

の
中
に
、
個
人
の
尊
重
、
幸
福
追
求
の

権
利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
勤
労
の

権
利
な
ど
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

と
し
て
国
民
に
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
社
会
的
立
場
の
弱
い
方
は
、
周
り
か

ら
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て
も
、
そ
れ

に
対
応
す
る
力
が
な
か
っ
た
り
、
自
分

の
意
見
を
言
っ
て
も
無
視
さ
れ
た
り
し

て
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
「
大
人
の
モ

ラ
ル
や
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
列
車
に
乗
っ
た
と
き
、
多
く

の
乗
客
で
混
雑
し
て
い
る
中
、
若
い
方

が
優
先
席
に
座
っ
た
り
、
座
席
の
横
に

カ
バ
ン
を
置
い
て
知
ら
ん
ぷ
り
し
た
り

し
て
い
る
光
景
を
見
か
け
ま
し
た
。　

　
席
を
譲
る
人
を
見
る
と
心
も
温
か
く

な
り
ま
す
。保
護
者
や
周
り
の
大
人
が
、

子
ど
も
た
ち
に
マ
ナ
ー
を
示
し
、
モ
ラ

ル
を
大
切
に
す
る
社
会
に
な
れ
ば
、
人

権
侵
害
は
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
問
合
せ
】　

 

人
権
・
同
和
対
策
室　

　
担
当　
金
丸
・
野
口　

　
☎
73

−

８
８
０
０

小

■H22 （回答者数 1,038人）　■H17 （回答者数 722人）

よく守られて
いると思う

0％

5.1

20％ 40％ 60％ 80％

だいたい
守られている

あまり守ら
れていない

わからない

無回答

8.9

59.3
53.3

29.8
33.0

5.0
4.7

0.8
0.1
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各課からのお知らせ

　下水道の日（９月10日）にちなんで、牛津・砥川・三日月小学校で「下水道教室（出前授業）」を行いました。
授業を受けて下水道について調べたことを子どもたちが「下水道新聞」としてまとめ、日本下水道協会主催の
「下水道いろいろコンクール」新聞部門に多数出品されましたので、その一つをご紹介します。

牛津小学校4年2組の下水道新聞！「大切な下水道の役割」

【問合せ】 芦  下水道課　担当 石井・千々和　☎63-8827


